
一

昭
和
二
二
（
一
九
四
七
）
年
八
月
、
中
河
與
一
は
Ｇ
項
（「
そ
の
他
の
軍
国
主
義
者
お
よ
び

超
国
家
主
義
者
」）
に
該
当
す
る
と
し
て
公
職
追
放
の
通
知
を
受
け
た
。
昭
和
一
二
年
末
頃
か

ら
の
自
ら
の
発
言
を
纏
め
た
『
全
体
主
義
の
構
想
』（
作
品
社
、
昭
和
一
四
・
二
）
上
梓
後
の

中
河
は
、
自
ら
が
編
集
主
幹
し
た
雑
誌
『
文
芸
世
紀
』（
昭
和
一
四
・
八－

昭
和
二
一
・
一
）

内
外
に
お
い
て
全
体
主
義
を
鼓
吹
す
る
活
動
に
邁
進
し
た
。
追
放
は
こ
の
こ
と
が
直
接
の
原
因

だ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
こ
の
事
態
を
受
け
、
中
河
の
小
説
「
天
の
夕
顔
」（『
日
本
評
論
』

昭
一
三
・
一
）
が
翌
二
三
年
に
高
峰
三
枝
子
主
演
で
映
画
化
（
製
作
新
東
宝
、
監
督
阿
部
豊
）

さ
れ
る
際
、
原
作
者
名
が
ク
レ
ジ
ッ
ト
か
ら
削
除
さ
れ
た
こ
と
は
、
中
河
の
固
有
名
が
言
論
界

か
ら
封
殺
さ
れ
て
い
く
そ
の
後
の
道
程
を
黙
示
し
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。
だ
が
、
戦
中
か
ら
追

放
前
後
に
か
け
て
の
中
河
を
巡
る
状
況
は
、
決
し
て
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
戦

前
の
段
階
で
「
天
の
夕
顔
」
は
出
版
四
社
か
ら
単
行
本
化
さ
れ
て
お
り
、
中
河
の
証
言
に
依
る

と
「
作
品
は
本
に
す
る
と
、
幾
ら
で
も
売
れ
、
一
カ
月
に
三
度
も
増
刷
す
る
と
い
ふ
有
様
で
、

そ
の
普
及
度
は
驚
く
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
紙
の
制
限
が
始
ま
っ
た
頃
で
、
本
屋
は
く
や
し
が
っ

て
悲
鳴
を
あ
げ
た
」（1
）と
い
い
、
紙
を
中
心
と
し
た
出
版
資
材
の
統
制
と
い
う
逆
風
を
受
け
な

が
ら
も
、「
天
の
夕
顔
」
は
多
く
の
人
々
の
心
を
掴
む
こ
と
に
成
功
し
て
い
た
。
戦
後
も
先
の

映
画
化
に
加
え
、
五
年
間
（
昭
二
〇－

二
五
）
で
出
版
七
社
（
計
八
冊
）
か
ら
単
行
本
化
さ
れ

て
お
り
、
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
た
「
天
の
夕
顔
」
ブ
ー
ム
と
も
い
え
る
現
象
の
渦
中
に
あ
っ

た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
事
態
が
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
の
は
、〈
中
河
與
一
〉
と
い
う
固
有
名
が
喚
起
す
る

戦
中
の
全
体
主
義
・
民
族
主
義
の
イ
メ
ー
ジ
を
可
能
な
限
り
消
去
し
な
が
ら
、「
天
の
夕
顔
」

と
い
う
物
語
に
大
衆
が
熱
狂
す
る
と
い
う
、
両
義
的
な
受
容
形
態
の
歴
史
性
で
あ
る
。
こ
う
し

た
受
容
形
態
は
、
直
ち
に
竹
内
好
の
「
近
代
主
義
」
批
判
を
想
起
さ
せ
る
だ
ろ
う
。
中
河
も
同

人
だ
っ
た
『
日
本
浪
曼
派
』（
昭
一
〇
・
三－

昭
一
三
・
八
）
が
執
着
し
た
「
民
族
の
問
題
」

を
黙
殺
し
、「
民
族
主
義
と
の
対
決
」を
回
避
す
る
こ
と
で
出
発
し
た
戦
後
言
論
界
の
本
質
を
、

竹
内
は
「
近
代
主
義
」
と
し
て
批
判
し
た
が
（「
近
代
主
義
と
民
族
の
問
題
」『
文
学
』
昭
二
六
・

九
）、「
天
の
夕
顔
」
は
戦
後
、
そ
れ
が
い
か
な
る
思
想
的
背
景
を
も
っ
て
執
筆
さ
れ
た
か
と
い

う
こ
と
が
意
識
的
に
忘
れ
去
ら
れ
、「
恋
愛
文
学
の
最
高
峰
」（
ロ
マ
ン
ス
社
版
『
天
の
夕
顔
』

帯
、
昭
二
三
・
三
）な
ど
と
、
通
俗
的
な
意
味
で
の
ロ
マ
ン
ス
と
し
て
喧
伝
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
初
出
時
の
評
が
同
様
に
、「
愛
す
る
者
の
た
め
全
身
全
霊
を
捧
げ
た
献
身
と
犠

牲
」（
清
水
文
雄
）（2
）の
物
語
と
し
て
理
解
し
、「
ギ
ョ
ー
テ
の
ウ
ェ
ル
テ
ル
、
ミ
ュ
ッ
セ
の
世

紀
の
児
の
告
白
、
こ
の
二
篇
に
匹
敵
す
べ
き
名
篇
」（
永
井
荷
風
）（3
）と
評
定
し
て
い
た
こ
と
も

事
実
で
あ
る
。
だ
が
そ
れ
と
同
時
に
初
出
時
の
評
は
、
物
語
に
は
直
接
的
に
は
描
か
れ
な
い「
祖

国
へ
の
愛
」（
倉
田
百
三
）（4
）の
表
現
を
看
取
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
万
葉
の
時
代
に
は
存
在
し

た
が
今
日
で
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
〈
犠
牲
〉
の
精
神
を
言
語
に
よ
っ
て
想
像
的
に
再
生
す
る

こ
と
が
、
民
族
（
精
神
）
の
回
復
に
繋
が
る
と
い
う
、『
全
体
主
義
の
構
想
』
以
降
反
復
再
生

産
さ
れ
て
き
た
中
河
の
浪
漫
主
義＝

全
体
主
義
の
コ
ー
ド
が
、「
天
の
夕
顔
」
解
釈
に
影
響
し

て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
だ
ろ
う
。
中
河
は
恋
愛
小
説
と
い
う
人
々
の
心
性
に
訴
え
か
け
る

中
河
與
一
の
〈
初
期
偶
然
論
〉
に
お
け
る
必
然
論
的
側
面

―
―
小
説
「
数
式
の
這
入
つ
た
恋
愛
詩
」
の
分
析
を
通
し
て
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）
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〈
非
政
治
的
〉
言
説
が
、
そ
れ
を
共
有
す
る
集
団
に
民
族
と
い
う
仮
想
さ
れ
た
同
一
性
意
識
を

胚
胎
さ
せ
る
装
置
で
あ
る
こ
と
に
自
覚
的
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
民
族
精
神
が
日
本
を

救
う
と
信
じ
、
懸
命
に
〈
犠
牲
的
な
愛
〉
を
描
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
「
天
の
夕
顔
」
の
受
容
形
態
は
、
戦
中
／
戦
後
と
で
明
ら
か
に
異
な
る
様
相
を

呈
す
る
。
ゆ
え
に
、「
天
の
夕
顔
」
の
受
容
層
・
影
響
圏
を
調
査
し
、
人
々
の
「
期
待
の
地
平
」

（
ヤ
ウ
ス
）
の
変
容
を
測
定
す
る
こ
と
で
見
え
て
く
る
、
戦
前
／
戦
後
の
思
想
状
況
、
あ
る
い

は
当
時
の
人
々
の
心
性
の
様
態
が
あ
る
だ
ろ
う
。

稿
者
は
そ
う
し
た
問
題
意
識
に
基
づ
き
、
既
に
中
河
の
浪
曼
主
義＝

全
体
主
義
の
萌
芽
、
す

な
わ
ち
〈
新
科
学
的
〉
と
い
う
発
想
が
兆
し
た
瞬
間
へ
と
遡
り
、
そ
の
思
考
を
跡
付
け
る
作
業

を
行
っ
て
き
た
が
（
拙
稿
「
メ
カ
ニ
ズ
ム
か
ら
の
飛
躍
―
中
河
與
一
の
〈
新
科
学
的
〉
と
い
う

発
想
に
つ
い
て
」『
鳴
門
教
育
大
学
研
究
紀
要
』平
成
二
八
・
三
）、
本
稿
が
取
り
上
げ
る
の
は
、

中
河
が
後
年
提
唱
す
る
こ
と
と
な
る
芸
術
理
論
で
あ
る
偶
然
論
へ
と
繋
が
る
〈
新
科
学
的
〉
と

い
う
発
想
（＝

〈
初
期
偶
然
論
〉）
が
獲
得
さ
れ
た
直
後
に
発
表
さ
れ
た
小
説
「
数
式
の
這
入
つ

た
恋
愛
詩
」（『
科
学
画
報
』
昭
和
五
・
九
。
以
下
、
小
説
「
数
式
」）
で
あ
る
。
小
説
「
数
式
」

に
は
、
中
河
が
当
時
提
唱
し
て
い
た
形
式
主
義
論
の
到
達
点
と
限
界
点
と
が
寓
意
的
に
示
さ
れ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
こ
こ
で
は
理
論
の
実
践
と
し
て
の
小
説
を
分
析
す
る
こ
と
で
〈
初
期
偶

然
論
〉
と
い
う
思
考
に
つ
い
て
再
考
し
た
い
。
次
節
で
は
ま
ず
、
小
説
「
数
式
」
発
表
に
至
る

ま
で
の
思
想
状
況
に
つ
い
て
、
前
掲
し
た
拙
稿
に
沿
っ
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

二

世
界
各
地
で
一
斉
に
花
開
い
た
二
〇
世
紀
の
形
式
主
義
は
、
し
ば
し
ば
カ
ン
ト
『
純
粋
理
性

批
判
』（
一
七
八
一
）
で
展
開
さ
れ
た
認
識
論
と
の
関
わ
り
で
論
じ
ら
れ
る
。
カ
ン
ト
は
、
人

間
は
「
時
間
空
間
」
と
い
う
「
感
性
の
形
式
」
と
「
カ
テ
ゴ
リ
ー
」
と
い
う
「
悟
性
の
形
式
」

と
を
ア
・
プ
リ
オ
リ
に
持
ち
、
対
象
す
な
わ
ち
「
物
自
体
」
で
は
な
く
、
そ
れ
に
対
す
る
二
重

の
形
式
化
に
よ
っ
て
有
意
味
な
認
識
を
獲
得
す
る
と
し
た
。
こ
れ
を
敷
衍
し
た
芸
術
表
現
と
し

て
の
形
式
主
義
は
、
ゆ
え
に
対
象
の
模
写
で
は
な
く
モ
デ
ル
化
（
抽
象
化
）
の
試
み
で
あ
る
。

写
実
主
義
を
斥
け
、
芸
術
に
意
味
性
を
要
求
す
る
認
識
の
布
置
か
ら
の
脱
出
を
試
み
た
モ
ダ
ニ

ズ
ム
芸
術
に
と
っ
て
、
形
式
主
義
は
「
公
式
の
美
学
」（5
）と
な
っ
た
。

雑
誌
『
文
芸
時
代
』
同
人
だ
っ
た
頃
の
中
河
は
、
同
じ
く
同
人
の
横
光
利
一
な
ど
と
と
も
に

新
感
覚
派
と
称
さ
れ
る
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
学
者
で
あ
っ
た
。
中
河
は
、「
文
学
」
を
「
楷
を
さ
え

誇
張
し
て
美
し
い
も
の
と
」（6
）す
る
よ
う
な
「
写
実
以
上
に
作
者
の
希
望
的
な
理
想
を
孕
ん
だ

創
造
」（7
）と
定
義
し
、「
吾
々
（
注
、
新
感
覚
派
）
は
ど
ん
な
に
謙
遜
に
云
つ
て
も
一
つ
の
芸
術

上
の
形
式
を
発
見
し
た
事
だ
け
に
は
誇
り
を
感
じ
て
い
ゝ
」（8
）と
し
て
新
感
覚
派
の
意
義
を〈
形

式
の
発
見
〉
と
早
く
か
ら
定
位
し
て
い
た
。
も
っ
と
も
、
彼
ら
に
は
特
定
の
主
義
主
張
が
あ
っ

た
わ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
の
主
張
も
散
発
的
に
為
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
ソ
連

教
育
人
民
委
員
と
し
て
マ
ル
ク
ス
主
義
芸
術
の
方
向
性
に
絶
大
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
ル
ナ

チ
ヤ
ル
ス
キ
イ
の
〈
内
容
（
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
）
が
形
式
に
優
先
さ
れ
る
〉
と
の
主
張（
9
）が
翻
訳

紹
介
さ
れ
る
や
、
一
斉
に
駁
論
を
展
開
し
（
横
光
「
文
芸
時
評
」『
文
芸
春
秋
』
昭
和
三
・
一

一
、
中
河
「
一
人
一
語
形
式
第
一
主
義
」『
創
作
時
代
』
昭
和
三
・
一
一
）、
蔵
原
惟
人
や
平

林
初
之
輔
ら
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
者
と
の
論
争
に
発
展
し
て
い
く（
10
）。
た
だ
し
、
形
式
主
義
論

争
は
、「
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
と
い
う
概
念
を
巡
る
横
光
・
中
河
の
二
度
の
内
部
抗
争
（
昭
和
四
・

四：

第
一
次
メ
カ
ニ
ズ
ム
論
争
、
昭
和
五
・
三：

第
二
次
メ
カ
ニ
ズ
ム
論
争
）
を
内
蔵
し
て
い

た
。
中
河
は
、
第
二
次
メ
カ
ニ
ズ
ム
論
争
の
前
後
に
『
形
式
主
義
芸
術
論
』（
新
潮
社
、
昭
和

五
・
一
）、『
フ
オ
ル
マ
リ
ズ
ム
芸
術
論
』（
天
人
社
、
昭
和
五
・
五
）
の
二
著
を
上
梓
す
る
が
、

こ
の
辺
り
で
形
式
主
義
論
争
は
収
束
す
る
。

〈
芸
術
に
は
「
飛
躍
」
が
不
可
欠
で
あ
る
〉
―
中
河
の
形
式
主
義
論
と
は
こ
の
よ
う
な
言
明

で
あ
る
。「
大
衆
文
芸
」
が
隆
盛
す
る
一
方
で
、「
純
粋
文
芸
」
が
停
滞
し
読
者
を
失
っ
て
い
る

の
は
、「
純
粋
文
芸
」
が
「
飛
躍
」
を
描
い
て
い
な
い
、
す
な
わ
ち
読
者
に
何
の
〈
疑
問
〉
も

〈
驚
き
〉
も
抱
か
せ
な
い
身
辺
雑
記
に
陥
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
通
常
の
「
生
活
」
の
中
に
も
「
飛

躍
」
は
潜
ん
で
お
り
、
物
語
作
家
は
そ
う
し
た
「
飛
躍
」
を
素
材
と
し
て
物
語
を
創
作
す
る
（＝

形
式
を
与
え
る
）
必
要
が
あ
る
。
こ
う
し
た
主
張
は
、
中
河
が
昭
和
八
年
頃
か
ら
偶
然
論
と
い

う
形
で
自
ら
の
依
拠
す
る
芸
術
理
論
の
名
称
を
変
更
し
て
以
降
も
継
受
さ
れ
て
い
く
よ
う
に
、

そ
の
後
の
中
河
の
思
考
の
中
軸
を
な
す
。

た
だ
し
、「
生
活
」（
あ
る
い
は
物
語
）
の
中
で
「
飛
躍
」
が
発
生
す
る
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て

の
考
え
は
、
第
二
次
メ
カ
ニ
ズ
ム
論
争
後
に
大
き
な
転
回
を
見
せ
る
。
す
な
わ
ち
、〈
必
然
論

か
ら
偶
然
論
へ
〉〈
決
定
論
か
ら
非
決
定
論
へ
〉
と
い
う
転
回
で
あ
る
。

中
河
は
論
争
当
初
、「
飛
躍
」
の
重
要
性
を
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
者
に
強
調
す
る
た
め
に
、

プ
レ
ハ
ノ
フ
『
マ
ル
ク
ス
主
義
の
根
本
問
題
』（
原
著
一
九
一
三
）
の
一
節
を
援
用
し
て
い
る
。

中
河
は
「
吾
々
が
思
想
的
な
方
面
（
内
容
で
は
な
い
）
に
於
て
社
会
主
義
理
論
に
多
く
教
え
ら

れ
る
と
こ
ろ
を
感
じ
な
が
ら
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
理
論
に
教
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
少
な

い
」（11
）と
し
て
い
る
よ
う
に
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
（
内
容
）、
及
び
そ
の
イ
デ
オ

黒 田 俊太郎
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ロ
ギ
ー
（
内
容
）
喧
伝
の
た
め
に
小
説
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
す
る
こ
と
を
肯
定
す
る
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
文
学
理
論
を
批
判
し
な
が
ら
も
、
社
会
主
義
建
築
論
（
以
下
、
構
成
主
義
）
と
い
っ

た
マ
ル
ク
ス
主
義
科
学
を
自
身
の
理
論
に
落
と
し
込
ん
で
い
た
の
で
あ
り
、
プ
レ
ハ
ノ
フ
の
唯

物
論
的
弁
証
法
も
ま
た
、
中
河
の
考
え
る
「
生
活
」
の
中
に
「
飛
躍
」
が
生
じ
る
プ
ロ
セ
ス
を

代
弁
す
る
も
の
だ
っ
た
。
同
書
で
プ
レ
ハ
ノ
フ
は
、
自
然
・
社
会
科
学
の
発
展
を
絶
え
間
な
い

量
的
変
化
の
後
に
起
こ
る
質
的
変
化
（
飛
躍
）
に
依
る
と
し
、
階
級
社
会
に
於
け
る
「
飛
躍
」

＝

〈
革
命
〉
が
因
果
律
的
に
起
こ
る
「
必
然
性
」「
合
理
性
」
を
主
張
し
た
が
、
中
河
が
物
語
に

要
求
し
た
「
飛
躍
」
も
ま
た
、
物
語
内
の
プ
ロ
ッ
ト
を
逸
脱
す
る
よ
う
な
「
不
合
理
」
な
出
来

事
が
突
如
起
こ
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
そ
れ
は
、「
吾
々
が
不
合
理
な
こ
と
に
疑
問
を
起
す

の
は
、
そ
し
て
科
学
が
出
発
す
る
の
は
、
又
飛
行
機
を
発
明
し
や
う
と
欲
望
す
る
の
は
―
有
用

性
の
為
め
で
は
な
い
。
何
れ
そ
れ
は
有
用
性
に
一
致
す
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
れ
以
上
に
未

知
の
世
界
に
対
す
る
大
き
い
欲
望
で
あ
る
。
飛
躍
で
あ
る
」（12
）な
ど
と
、
中
河
が
し
ば
し
ば
物

語
と
「
飛
行
機
」
と
を
隠
喩
的
に
結
び
つ
け
て
語
っ
た
こ
と
と
無
縁
で
は
な
い
。

飛
行
機
を
飛
翔
さ
せ
る
た
め
に
メ
カ
ニ
ッ
ク
は
ま
ず
、
鉄
と
い
う
素
材
に
形
式
を
与
え
（
飛

躍
さ
せ
）、
徹
底
的
に
軽
量
化
し
た
無
駄
の
な
い
一
個
の
パ
ー
ツ
（
内
容
）
を
作
る
。
さ
ら
に
、

そ
の
よ
う
に
し
て
で
き
た
無
数
の
パ
ー
ツ
を
素
材
と
し
て
、
全
て
が
効
率
的
に
連
動
す
る
よ
う

組
み
上
げ
（
形
式
の
付
与
）、
飛
行
機
（
内
容
）
へ
と
飛
躍
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
同
様
に
物
語

作
家
は
、
無
駄
な
言
葉
を
排
除
し
、
要
素
同
士
が
厳
密
な
プ
ロ
ッ
ト
を
構
成
す
る
よ
う
な
世
界

を
創
造
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
別
な
言
い
方
を
す
れ
ば
、
出
来
事
間
で
発
生
す
る
複
数
の
飛

躍
（＝

読
者
に
〈
疑
問
〉
や
〈
驚
き
〉
を
抱
か
せ
る
事
象
）
を
飛
躍
と
し
て
放
置
す
る
の
で
は

な
く
、
そ
れ
ら
の
要
素
を
厳
密
な
因
果
関
係
で
統
合
さ
せ
て
一
つ
の
物
語
へ
と
飛
躍
さ
せ
る
必

要
が
あ
る
。
中
河
が
自
身
の
形
式
主
義
論
を
「
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
と
い
う
〈
機
械
〉
の
隠
喩
で
表

象
す
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
り
、「
不
合
理
」
を
駆
逐
す
る
作
業
を
繰
り
返
す
こ
と
で
完
成
し

た
「
飛
行
機
」
が
〈
機
械
美
〉
を
備
え
て
い
る
の
と
同
様
に
、「
飛
躍
」
を
内
包
し
つ
つ
も
そ

れ
ら
が
厳
格
な
因
果
律
に
支
配
さ
れ
た
様
を
描
い
た
物
語
に
こ
そ
「
能
率
的
な
美
」（13
）が
あ
る

と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
昭
和
四
年
は
、
美
術
の
世
界
で
も
〈
機
械
美
〉
の
発
見
の

動
き
と
し
て
の
〈
メ
カ
ニ
ズ
ム
〉
が
隆
起
し
て
い
た
こ
と
を
付
言
し
て
お
く
。
雑
誌
『
ア
ト
リ

ヱ
』
は
昭
和
四
年
五
月
号
を
〈
新
形
態
美
断
面
号
〉
と
し
た
が
、
仲
田
定
之
助
・
村
山
知
義
・

神
原
泰
・
森
口
多
里
・
中
原
実
・
濱
田
増
治
・
金
丸
重
嶺
・
今
井
兼
次
ら
「
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
源

流
を
生
み
出
し
た
と
い
え
る
作
家
た
ち
」（14
）が
寄
稿
し
て
い
る
。
ま
た
『
機
械
と
芸
術
と
の
交

流
』（
岩
波
書
店
、
昭
和
四
・
一
二
）
に
纏
め
ら
れ
る
板
垣
鷹
穂
の
一
連
の
機
械
芸
術
論
が
発

表
さ
れ
た
の
も
こ
の
年
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
中
河
の
当
初
の
形
式
主
義
論
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
科
学
を
援
用
し
な
が

ら
必
然
性
・
合
理
性
を
追
求
す
る
機
械
論
的
世
界
観
に
立
脚
す
る
も
の
だ
っ
た
。
こ
れ
は
「
一

つ
の
比
喩
と
し
て
、
科
学
上
の
テ
ク
ニ
ツ
ク
を
用
ひ
る
事
」＝

「
文
学
に
お
け
る
新
し
い
科
学

化
」（15
）の
試
み
に
他
な
ら
な
か
っ
た
が
、
最
新
の
〈
科
学
知
〉
を
真
理
と
し
て
崇
め
、
そ
れ
を

常
に
自
身
の
芸
術
理
論
の
基
盤
に
据
え
よ
う
と
し
た
中
河
は
、
物
理
学
者
・
石
原
純
に
よ
っ
て

紹
介
さ
れ
た
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
「
新
学
説
」（16
）に
依
拠
し
て
、
横
光
が
主
張
す
る
「
メ
カ

ニ
ズ
ム
」の
後
進
性
を
叩
い
た（「
機
械
主
義
と
科
学
上
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
」『
形
式
主
義
芸
術
論
』

昭
和
五
・
一
）。
こ
れ
を
契
機
に
「
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
を
巡
る
二
度
目
の
論
争
に
発
展
す
る
が
、

こ
の
論
争
の
際
に
量
子
力
学
と
邂
逅
す
る
こ
と
で
中
河
は
自
身
の
主
張
を
や
す
や
す
と
翻
す
こ

と
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、「（
注
、
プ
ラ
ン
ク
の
）
エ
ネ
ル
ギ
イ
量
子
説
と
は
、「
自
然
が
飛
躍

す
る
」
事
を
認
め
る
も
の
で
あ
つ
て
、
即
ち
、
自
然
の
現
象
が
、
不
連
続
的
に
飛
躍
的
に
、
推

移
す
る
も
の
で
あ
る
（
中
略
）
ア
イ
ゼ
ン
ベ
ル
グ
の
「
波
動
力
学
」
に
於
て
も
、
又
「
偶
然
」

が
大
切
な
特
徴
と
な
つ
て
ゐ
て
、
機
械
観
的
力
学
の
必
然
的
理
論
を
明
か
に
一
蹴
し
て
ゐ

る
」（17
）と
、
こ
れ
ま
で
の
必
然
思
想
を
一
転
さ
せ
、「
生
活
」
の
中
で
「
飛
躍
」
が
発
生
す
る
プ

ロ
セ
ス
は
偶
然
的
で
あ
り
、
厳
格
な
因
果
律
で
支
配
さ
れ
た
事
象
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
な
い

と
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
後
の
偶
然
論
に
繋
が
る
〈
新
科
学
的
〉
な
る
発
想
を
得
た
中
河
は
、
昭
和
五
年

七
月
、「
新
興
芸
術
派
の
勝
利
と
危
機
」（『
新
潮
』）
で
一
方
的
に
勝
利
宣
言
し
形
式
主
義
論
争

を
収
束
さ
せ
よ
う
と
す
る
と
同
時
に
、「
唯
物
論
的
な
文
学
論
の
完
成
」（18
）を
目
的
と
し
た
雑
誌

『
新
科
学
的
文
芸
』
を
創
刊
し
て
い
る
。
だ
が
そ
れ
か
ら
五
年
後
に
堰
を
切
っ
た
よ
う
に
偶
然

論
を
提
唱
す
る
ま
で
、
中
河
は
理
論
に
関
す
る
発
言
を
ほ
と
ん
ど
行
っ
て
お
ら
ず
、「
あ
の
時

代
の「
飛
躍
」を
埋
め
る
部
分
こ
そ
、
今
日
の
偶
然
論
で
あ
る
こ
と
に
思
ひ
至
つ
て
ゐ
る
。」（19
）と

回
顧
し
た
よ
う
に
、
必
然
思
想
と
し
て
の
形
式
主
義
論
を
偶
然
論
へ
と
反
転
さ
せ
る
こ
と
は
容

易
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
間
に
中
河
は
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ

ン
の「
新
学
説
」や
ハ
イ
ゼ
ン
ベ
ル
ク
の
不
確
定
性
原
理
に
代
表
さ
れ
る
量
子
力
学
を
学
習
し
、

得
ら
れ
た
知
見
を
「
比
喩
」
と
し
て
文
芸
理
論
に
落
と
し
込
む
と
い
う
作
業
に
取
り
組
ん
だ
は

ず
で
あ
る
。
次
節
以
降
で
は
、
そ
う
し
た
作
業
の
端
緒
を
、
小
説
「
数
式
」
の
分
析
を
通
し
て

見
て
い
き
た
い
。
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三

小
説
「
数
式
」
は
昭
和
五
年
九
月
の
『
科
学
画
報
』
に
、
稲
垣
足
穂
・
伊
藤
整
・
龍
胆
寺
雄

の
小
説
と
供
に
「
傑
作
科
学
小
説
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
。
中
河
は
、
気
に
入
っ
た
作
品
に
は

幾
度
も
筆
を
入
れ
刊
行
し
続
け
た
が
、
同
小
説
は
『
ホ
テ
ル
Ｑ
』（
赤
炉
閣
書
房
、
昭
和
六
・

三
）
に
載
録
さ
れ
た
の
み
で
、
中
河
の
生
前
に
刊
行
さ
れ
た
全
集
に
も
載
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、

先
行
研
究
も
管
見
の
限
り
で
は
存
在
し
な
い
。
以
下
は
梗
概
で
あ
る
。

海
辺
の
土
地
を
買
っ
た
資
産
家
の
男
性
は
、
妻
の
優
理
子
と
住
む
た
め
の
家
を
建
築
す
る
こ

と
を
計
画
し
て
い
た
。「
コ
ル
ビ
ジ
エ
」
風
の
家
を
建
築
す
る
よ
う
依
頼
さ
れ
た
建
築
師
は
指

示
通
り
に
設
計
す
る
が
、
実
は
「
社
会
主
義
建
築
」
論
（
構
成
主
義
）
を
信
条
と
し
て
い
た
。

一
方
、
シ
ャ
ト
レ
ー
侯
爵
夫
人
に
憧
れ
る
優
理
子
は
、「
空
間
時
間
連
続
体
の
問
題
」
を
考
察

す
る
と
い
う
「
生
活
」
を
送
る
。
建
築
師
は
次
第
に
優
理
子
を
愛
し
始
め
る
が
、
実
ら
ぬ
恋
で

あ
る
と
悟
る
と
絶
望
的
な
気
持
ち
で
ボ
ル
テ
ー
ル
が
シ
ャ
ト
レ
ー
侯
爵
夫
人
に
贈
っ
た
数
式
の

這
入
つ
た
恋
愛
詩
を
真
似
、
愛
情
を
図
面
に
「
数
理
」
で
表
現
す
る
。
完
成
し
た
家
は
装
飾
美

を
誇
り
、
こ
れ
に
よ
り
建
築
師
は
「
同
志
」
か
ら
糾
弾
さ
れ
る
が
、
建
築
を
見
て
回
る
優
理
子

は
、
建
築
師
の
愛
情
と
苦
悩
の
全
て
を
理
解
す
る
。
互
い
に
愛
を
確
か
め
合
う
も
、
家
の
完
成

は
別
れ
を
意
味
し
て
い
た
。

こ
こ
に
は
、「
天
の
夕
顔
」
に
代
表
さ
れ
る
中
河
の
「
恋
愛
小
説
」
の
幾
つ
か
に
通
底
す
る

構
造
、
す
な
わ
ち
、
視
点
人
物
で
あ
る
男
性
の
、
多
く
は
既
成
道
徳
上
結
ば
れ
得
な
い
既
婚
女

性
へ
の
犠
牲
的
で
プ
ラ
ト
ニ
ッ
ク
な
愛
と
そ
の
挫
折
と
い
う
話
型
が
見
ら
れ
、
し
か
も
そ
れ
が

そ
れ
ま
で
の
新
感
覚
派
時
代
に
は
全
く
見
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
だ
と
す
れ
ば
、
そ
の
こ
と
は
中

河
文
学
の
「
浪
曼
主
義
」
的
転
回
が
こ
の
時
期
な
さ
れ
た
こ
と
を
裏
付
け
る
証
左
と
な
る
か
も

し
れ
な
い
。

た
だ
し
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
そ
う
し
た
小
説
の
構
造
や
そ
の
系
譜
性
そ
の
も
の
よ
り

も
、
こ
の
小
説
が
建
築
の
構
造
を
問
題
に
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
で
あ
る
。
つ
ま
り
、form

と
い
う
語
が
単
に
物
の
「
形
」
を
意
味
す
る
だ
け
で
な
く
、
建
築
や
機
械
の
「
骨
組
」「
構
造
」

を
意
味
す
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
小
説
が
、
小
説
を
含
む
全
て
の
芸
術
表
現
に
関
わ
るform

「
構

造
」＝

「
形
式
」
の
問
題
を
寓
意
的
に
取
り
上
げ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
、
同
様
に
、
こ
の

小
説
に
お
い
て
建
築
は
、
中
河
の
形
式
主
義
論
の
あ
り
方
の
隠
喩
と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
一
方
で
、
中
河
の
形
式
主
義
論
に
お
い
て
建
築
論
は
、
単
に
隠
喩
と
し
て
引
き
合
い
に

出
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
よ
り
直
接
的
に
影
響
を
与
え
た
も
の
だ
っ
た
。
日
本
の
建
築
・
芸

術
界
へ
の
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
紹
介
者
で
知
ら
れ
る
美
術
評
論
家
・
仲
田
定
之
助
が
「
コ
ル
ビ
ユ
ジ

エ
は
時
代
の
寵
児
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
明
快
な
理
論
は
新
し
い
建
築
、
新
し
い
形
成
芸
術
を

説
く
に
当
つ
て
必
須
の
も
の
と
な
り
ま
し
た
。」（20
）と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
昭
和
四
年
は
建
築

家
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
の
思
想
が
一
大
ブ
ー
ム
と
な
っ
て
い
た
が
、
中
河
が
「
コ
ル
ビ
ジ
エ
の
建

築
が
截
然
と
し
て
新
し
い
景
観
を
供
へ
て
ゐ
る
の
は
、
彼
が
鉄
の
性
質
を
最
も
合
理
的
に
理
解

し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
木
材
や
石
材
の
建
築
形
式
を
捨
て
ゝ
、
軍
艦
や
汽
船
や
、
飛
行
機
と

同
じ
や
う
な
方
向
を
住
宅
に
与
へ
た
か
ら
で
あ
る
。
素
材
と
形
式
と
の
密
接
さ
を
理
解
し
た
か

ら
で
あ
る
。
彼
は
極
端
に
無
駄
を
避
け
る
。」（21
）と
書
い
た
昭
和
五
年
一
月
の
時
点
に
お
い
て
、

中
河
の
形
式
主
義
論
と
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
ェ
の
合
理
性
を
主
眼
と
し
た
建
築
論
と
の
距
離
は
微

視
的
な
ま
で
に
近
接
し
て
い
た
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
先
述
し
た
よ
う
に
中
河
に
必
然
性
・
合

理
性
を
追
求
す
る
機
械
論
的
世
界
観
を
ま
ず
提
供
し
た
の
は
マ
ル
ク
ス
主
義
科
学
だ
っ
た
の
で

あ
り
、
む
し
ろ
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
者
と
の
論
争
が
始
ま
っ
た
当
初
の
中
河
の
形
式
主
義
論

は
、
ル
ナ
チ
ャ
ル
ス
キ
の
芸
術
論
や
芸
術
・
建
築
論
上
の
マ
ル
ク
ス
主
義
と
い
え
る
構
成
主
義

を
、
一
部
修
正
し
た
も
の
だ
っ
た
と
い
う
言
い
方
さ
え
可
能
で
あ
る
。
島
村
輝
は
、
こ
れ
ま
で

対
立
の
構
図
で
捉
え
ら
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
と
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
学
と
の

「
表
現
の
類
似
・
相
似
」（22
）に
注
目
し
た
が
、
本
稿
が
析
出
す
る
の
も
ま
さ
に
そ
う
し
た
風
景

な
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
次
の
ル
ナ
チ
ャ
ル
ス
キ
の
「
芸
術
」
や
「
建
築
」
に
関
わ
る
発
言
は
、

中
河
の
形
式
主
義
論
と
多
く
の
共
通
部
分
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

一
般
に
、
人
間
が
労
働
す
る
時
、
彼
は
形
式
を
創
造
す
る
。
／
労
働
は
、
諸
君
の
知
る
如

く
、
そ
の
中
に
お
い
て
人
間
が
周
囲
の
環
境
の
そ
れ
或
は
他
の
要
素
を
空
間
に
於
て
置
き

換
へ
る
と
こ
ろ
の
合
目
的
々
な
人
間
活
動
で
あ
る
。（「
芸
術
の
社
会
的
基
礎
」）（23
）

文
芸
は
直
接
的
に
現
実
に
相
応
し
て
ゐ
る
の
で
は
な
く
、
ど
ん
な
か
の
嘗
て
あ
つ
た
こ
と

を
写
真
の
や
う
に
表
現
す
る
の
で
は
な
く
し
て
、
人
間
に
よ
つ
て
考
へ
付
か
れ
、
彼
が
現

実
と
考
へ
る
と
こ
ろ
の
も
の
を
表
現
す
る
と
こ
ろ
の
形
式
化
で
あ
る
。（「
芸
術
の
社
会
的

基
礎
」）（24
）

合
理
的
建
築
術
に
基
い
て
建
設
さ
れ
た
新
し
い
工
場
や
、
新
し
い
建
築
物
―
た
と
へ
そ
れ

は
巨
人
め
い
た
鋼
鉄
づ
く
め
の
も
の
で
あ
る
と
は
い
え
―
美
し
く
な
い
と
い
ふ
の
は
真
実

で
あ
ら
う
か
？
（「
産
業
と
芸
術
」）（25
）

芸
術
と
は
、
単
な
る
現
実
の
模
写
で
は
な
く
、
合
目
的
的
な
形
式
を
付
与
す
る
こ
と
で
現
実

黒 田 俊太郎
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を
改
変
す
る
こ
と
で
あ
る
と
す
る
ル
ナ
チ
ャ
ル
ス
キ
の
構
成
主
義
的
芸
術
論
は
、「
工
場
」
な

ど
そ
れ
ま
で
〈
美
〉
と
は
無
縁
の
も
の
と
思
わ
れ
て
い
た
構
造
物
が
一
つ
の
芸
術
で
あ
る
と
い

う
自
覚
を
人
々
に
齎
し
た
。『
ア
ト
リ
ヱ
』〈
新
形
態
美
断
面
号
〉
に
掲
載
さ
れ
た
仲
田
定
之
助

「
新
形
態
美
説
」
が
ル
ナ
チ
ャ
ル
ス
キ
「
産
業
と
芸
術
」
を
自
身
の
主
張
の
基
盤
に
据
え
て
い

る
こ
と
や
、
同
特
集
の
執
筆
者
で
あ
る
村
山
知
義
が
構
成
主
義
の
日
本
へ
の
紹
介
者
で
あ
る
こ

と
な
ど
を
踏
ま
え
る
と
、
昭
和
四
年
に
隆
起
し
た
美
術
界
の
〈
メ
カ
ニ
ズ
ム
〉
や
そ
う
し
た
動

き
に
先
行
す
る
中
河
の
形
式
主
義
論
を
、
構
成
主
義
か
ら
派
生
し
た
も
の
と
し
て
捉
え
る
こ
と

が
出
来
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
芸
術
論
に
共
通
す
る
言
説
構
造
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
①
芸

術
と
は
、
あ
る
物
を
別
の
物
に
置
換
す
る
モ
デ
ル
化
の
試
み
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
そ
の
意
味
に

お
け
る
形
式
主
義
と
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
②
そ
の
モ
デ
ル
化
は
合
目
的
的
に
な
さ
れ
ね
ば
な

ら
な
い
。
③
モ
デ
ル
化
は
ま
た
合
理
的
に
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
徹
底
化
の
象
徴
と
し
て

〈
機
械
〉
を
礼
讃
し
、
芸
術
を
〈
機
械
〉
の
隠
喩
で
語
る
。

た
だ
し
、
構
成
主
義
と
中
河
の
形
式
主
義
論
と
の
間
に
は
、
決
し
て
歩
み
寄
る
こ
と
が
で
き

な
い
大
き
な
懸
隔
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
と
も
に
合
理
性
や
合
目
的
性
を
謳
っ
た
〈
構

成
主
義
の
建
築
論
／
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
の
建
築
論
〉
の
懸
隔
で
も
あ
っ
た
。「
家
屋
は
住
む
為
の

機
械
で
あ
る
。」（26
）と
い
う
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
の
建
築
論
は
、

そ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
大
部
分
を
構
成
主
義
と
分
有
し
て
い
た
が
、コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
は「
構

成
主
義
の
誤
謬
の
如
く
芸
術
は
単
に
機
械
に
似
せ
て
作
る
外
の
何
物
で
も
な
い
と
云
ふ
結
論
に

到
達
し
た
り
す
る
。」（27
）と
、
構
成
主
義
の
建
築
論
と
自
身
の
そ
れ
と
の
差
異
線
を
強
調
し
た
。

〈
機
械
時
代
〉
の
造
形
芸
術
は
、「
原
因
と
結
果
の
純
粋
な
因
果
関
係
」
と
い
う
「
数
学
的
感

情
」
に
依
拠
す
る
こ
と
で
、
そ
こ
に
「
純
粋
さ
」・「
正
確
さ
」・「
均
衡
」
と
い
っ
た
〈
機
械
〉

が
保
有
す
る
性
質
を
湛
え
る
こ
と
と
な
る
が
、
そ
の
フ
ォ
ル
ム
は
「「
機
械
」
と
は
相
隔
た
る

事
遠
い
」
も
の
だ
と
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
は
い
う（
28
）。
む
ろ
ん
結
果
的
に
〈
機
械
〉
の
フ
ォ
ル
ム
に

似
る
と
い
う
ケ
ー
ス
が
否
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、〈
機
械
〉
の
フ
ォ
ル
ム
を
表
層
的
に

模
倣
す
る
と
い
う
構
成
主
義
の
所
作
は
「
誤
謬
」
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

四

一
方
、
構
成
主
義
の
側
で
も
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
と
の
分
割
線
が
強
調
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
日

本
の
構
成
主
義
的
な
建
築
運
動
を
牽
引
し
た
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
で
あ
る
建
築
家
・
岡
村
蚊
象
の
主

張
を
概
観
し
て
お
き
た
い（
29
）。
岡
村
は
中
河
の
直
接
の
知
人
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
小
説
「
数

式
」
の
建
築
師
の
モ
デ
ル
と
し
て
想
定
し
得
る
人
物
で
あ
る
。
昭
和
五
年
一
二
月
、
岡
村
は
ド

イ
ツ
に
渡
り
、
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
創
立
者
で
ド
イ
ツ
に
お
い
て
多
分
に
構
成
主
義
的
な
建
築
運
動

を
展
開
し
た
ワ
ル
タ
ー
・
グ
ロ
ピ
ウ
ス
に
師
事
し
て
い
る
が
、
ナ
チ
ス
に
よ
る
共
産
主
義
運
動

へ
の
弾
圧
が
強
ま
る
と
グ
ロ
ピ
ウ
ス
と
と
も
に
国
外
追
放
処
分
を
受
け
、
昭
和
七
年
に
日
本
に

帰
国
し
て
い
る
。「
唯
物
的
建
築
制
作
論
三
部
作
」（30
）な
ど
と
称
さ
れ
る
岡
村
の
構
成
主
義
的
建

築
論
は
、
全
て
渡
独
以
前
に
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
岡
村
は
「
社
会
科
学
的
見
地
か
ら

今
非
常
に
問
題
に
な
つ
て
居
り
ま
す
コ
ル
ビ
ユ
ジ
エ
の
都
市
計
画
を
研
究
い
た
し
ま
し
て
、
彼

の
作
品
が
厳
密
な
意
味
に
於
て
レ
ア
リ
ズ
ム
で
あ
り
得
る
か
ど
う
か
（
中
略
）
結
局
は
科
学
的

な
も
の
に
姿
を
籍
り
た
ロ
ー
マ
ン
テ
イ
ズ
ム
そ
の
も
の
で
は
な
い
か
」（31
）と
し
て
い
る
。
コ
ル

ビ
ュ
ジ
エ
の
建
築
論
は
、「
レ
ア
リ
ズ
ム
」＝

因
果
律
の
追
求
に
よ
る
建
築
の
〈
機
械
化
〉
を
標

榜
し
て
い
る
が
、
そ
の
〈
機
械
〉
は
「
社
会
」
と
い
う
や
は
り
因
果
律
に
支
配
さ
れ
た
機
構
と

は
無
関
係
に
自
律
的
に
駆
動
し
得
る
も
の
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ

う
な
社
会
や
階
級
的
観
点
か
ら
遊
離
し
た
「
レ
ア
リ
ズ
ム
」
は
、〈
科
学
〉
を
装
っ
た
ロ
マ
ン

主
義
に
他
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
岡
村
は
グ
ロ
ピ
ウ
ス
と
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
と
の
違
い
に
つ
い
て
「
デ
ザ
イ
ン
そ
の
も

の
と
い
う
よ
り
も
、
建
築
と
社
会
と
か
生
活
と
か
、
そ
う
い
う
も
の
を
考
え
て
、
な
に
か
や
っ

て
い
く
と
い
う
の
が
グ
ロ
ピ
ウ
ス
の
場
合
で
…
。」（32
）と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
差
異
を
建

築
の
フ
ォ
ル
ム
（
形
式
）
と
い
う
視
覚
的
・
構
造
的
な
部
分
に
認
め
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

そ
う
で
は
な
く
、〈
構
成
主
義
の
建
築
論
／
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
の
建
築
論
〉
の
分
割
線
は
、「
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
為
」（33
）と
い
う
具
体
的
か
つ
特
定
の
目
的
意
識＝

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
（
内
容
）

を
優
先
さ
せ
る
か
否
か
に
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
み
て
く
る
と
、
日
本
の
文
壇
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
世
界
で
巻
き
起
こ
っ
た
形
式
主

義
論
争
と
は
、
と
も
に
合
理
性
や
合
目
的
性
を
謳
っ
た
二
つ
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
論
に
お
け
る

差
異
、
対
立
の
構
図
を
表
象＝

再
演
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と

に
意
識
的
だ
っ
た
中
河
は
、
小
説
「
数
式
」
に
お
け
る
建
築
師
の
葛
藤
と
し
て
そ
の
対
立
を
構

造
化
し
て
み
せ
た
の
で
あ
る
。

『
吾
々
は
最
も
近
代
的
な
建
築
を
し
て
欲
し
い
ん
で
す
、
あ
の
―
家
は
住
む
為
め
の
機
械

で
あ
る
―
と
い
ふ
や
う
な
。
あ
れ
は
コ
ル
ビ
ゼ
エ
の
言
葉
で
し
た
つ
け
ね
、
奥
さ
ん
』

夫
が
半
分
お
ど
け
な
が
ら
妻
に
質
問
し
た
。

『
さ
う
。
コ
ル
ビ
ジ
エ
よ
。
だ
け
ど
コ
ル
ビ
ジ
エ
よ
り
も
、
グ
ロ
ピ
ユ
ー
ス
や
ヒ
ル
ベ
ル

ザ
イ
メ
ル
な
ん
か
が
新
ら
し
い
ん
ぢ
や
あ
り
ま
せ
ん
』

中河與一の〈初期偶然論〉における必然論的側面 ――小説「数式の這入つた恋愛詩」の分析を通して
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『
ま
あ
、
さ
う
で
す
。
で
す
が
、
ご
主
人
が
選
ば
れ
た
の
は
コ
ル
ビ
ジ
エ
の
ビ
イ
ル
・
ダ

ヴ
レ
ー
の
別
荘
を
参
考
に
す
る
と
い
ふ
事
だ
つ
た
ん
で
す
』

建
築
師
が
い
つ
た
。（
二
）

構
成
主
義
建
築
を
研
究
し
て
い
る
と
い
う
建
築
師
は
、
一
切
の
労
働
に
従
事
せ
ず
と
も
裕
福

な
生
活
を
送
る
資
本
家
の
た
め
に
、
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
の
「
別
荘
」
風
の
家
を
設
計
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
立
場
に
置
か
れ
て
い
る
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
視
点
に
立
つ
こ
と
を
放
棄
し
、
資

本
家
の
走
狗
と
な
り
な
が
ら
も
、
自
ら
の
糊
口
の
資
を
得
る
と
い
う
目
的
の
た
め
に
家
を
建
築

す
る
の
で
あ
る
。
一
方
こ
こ
で
優
理
子
は
、
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
に
比
肩
す
る
「
近
代
的
」
な
建
築

家
と
し
て
グ
ロ
ピ
ウ
ス
ら
バ
ウ
ハ
ウ
ス
系
の
建
築
家
を
挙
げ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
優
理
子
が
構

成
主
義
的
な
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
会
話
の
直
後
で
優
理

子
は
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
の
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
を
い
く
つ
も
暗
唱
す
る
ほ
ど
に
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
に
傾
倒

し
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
ま
た
建
築
師
が
構
成
主
義
建
築
を
研
究
し
て
い
る
こ

と
を
優
理
子
に
告
げ
る
と
、
優
理
子
は
「『
貴
方
は
社
会
主
義
者
な
の
』」（
三
）
と
「
嫌
な
も

の
に
出
逢
つ
た
時
の
や
う
な
表
情
」（
三
）
で
応
じ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

小
説
「
数
式
」
は
こ
の
よ
う
に
、
二
つ
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
論
を
建
築
師
／
優
理
子
と
い
う

結
ば
れ
得
な
い
二
人
の
人
物
に
仮
託
し
な
が
ら
対
立
的
に
描
出
す
る
。
さ
ら
に
「
私
の
理
論
は

死
に
ま
し
た
。」（
四
）、「
私
の
建
築
は
奥
さ
ん
の
生
活
に
ひ
き
ず
ら
れ
て
し
ま
ひ
ま
し
た
」（
四
）

と
、
二
人
が
互
い
に
想
い
を
寄
せ
て
い
く
過
程
で
建
築
師
が
構
成
主
義
建
築
論
を
手
放
す
と
す

れ
ば
、
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
の
合
理
主
義
的
建
築
思
想
、
さ
ら
に
は
中
河
自
身
の
形
式
主
義
論
の
勝

利
が
寓
意
さ
れ
て
い
る
と
す
る
解
釈
行
為
が
妥
当
に
も
思
え
る
。し
か
し
、建
築
師
の
建
築
は
、

「
素
朴
か
ら
次
第
に
豪
奢
な
装
飾
に
移
る
」（
四
）、「
十
七
世
紀
風
な
大
き
い
金
具
が
つ
け
ら

れ
た
。」（
五
）
と
あ
る
よ
う
に
、
合
理
的
・
合
目
的
的
な
建
築＝

〈
機
械
〉
へ
の
明
確
な
反
措

定
と
い
う
形
で
帰
結
す
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
先
に
言
及
し
た
中
河
に
お
け
る
世
界
観
上

の
認
識
論
的
転
回
と
関
係
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

五

こ
こ
で
改
め
て
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
「
新
学
説
」・
量
子
力
学
と
い
っ
た
〈
科
学
知
〉

に
中
河
が
邂
逅
し
た
流
れ
を
簡
単
に
整
理
し
て
お
き
た
い
。
雑
誌
『
改
造
』
昭
和
四
年
三
月
号

で
石
原
純
が
「
新
学
説
」
を
紹
介
す
る
と
、
横
光
が
「
わ
れ

く
の
形
式
主
義
の
理
論
の
根
拠

も
、
此
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
（
注
、「
新
学
説
」）
の
上
に
立
つ
て
、
発
展
し
つ
ゝ
あ
る
の
で
あ
る
」

（
横
光
「
文
芸
時
評
（
一
）」『
読
売
新
聞
』
昭
和
四
・
三
・
一
二
）
と
宣
言
し
、
そ
の
余
り
の

拙
速
さ
を
中
河
が
諭
す
こ
と
と
な
る
﹇
第
一
次
メ
カ
ニ
ズ
ム
論
争
﹈。
そ
れ
か
ら
約
七
ヶ
月
後

の
昭
和
五
年
一
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
形
式
主
義
芸
術
論
』
上
で
中
河
が
「
新
学
説
」
に
依
拠
し

て
横
光
の
形
式
主
義
論
が
「
内
容
」
を
重
視
す
る
「
唯
心
論
」
に
傾
斜
し
て
い
る
と
批
判
す
る

と
、
横
光
が
今
度
は
プ
ラ
ン
ク
の
言
説
を
援
用
し
自
説
の
正
当
性
を
主
張
し
た
（「
―
芸
術
派

の
―
真
理
主
義
に
つ
い
て
（
上
）（
中
）（
下
）」『
読
売
新
聞
』
昭
和
五
・
三
・
一
六
、
一
八
、

一
九
）。
こ
れ
を
契
機
に
中
河
は
プ
ラ
ン
ク
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
子
仮
説
や
ハ
イ
ゼ
ン
ベ
ル
ク
の

不
確
定
性
原
理
に
関
す
る
文
献
に
目
を
走
ら
せ
、
横
光
に
再
反
論
す
る
（「
芸
術
派
の
今
後
に

就
て
―
横
光
利
一
氏
へ
の
駁
論
―
（
上
）（
中
）（
下
）」『
読
売
新
聞
』
昭
和
五
・
三
・
二
二
、

二
三
、
二
五
）﹇
第
二
次
メ
カ
ニ
ズ
ム
論
争
﹈。
こ
れ
ら
の
横
光
と
の
一
見
不
毛
な
議
論
を
通
じ

て
中
河
は
最
新
の
物
理
学
に
関
す
る
知
識
に
触
れ
、
自
身
の
形
式
主
義
論
（
メ
カ
ニ
ズ
ム
）
が

理
論
的
基
盤
と
し
て
き
た
唯
物
論
的
弁
証
法
や
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
の
建
築
論
の
必
然
思
想
が
〈
非

科
学
的
〉
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
悟
る
こ
と
と
な
る
。

こ
の
時
の
心
境
を
こ
れ
よ
り
二
年
後
の
中
河
は
、「「
左
手
神
聖
」
の
序
」
に
お
い
て
次
の
よ

う
に
回
想
し
て
い
る
。

丁
度
マ
ル
ク
ス
の
説
が
台
頭
し
て
き
た
時
代
で
、
自
分
は
そ
の
思
想
と
根
気
よ
く
対
立

し
、
こ
れ
を
刺
戟
し
、
調
伏
し
よ
う
と
し
た
。
そ
の
芸
術
と
関
連
し
て
述
べ
ら
れ
た
も
の

が
「
形
式
主
義
文
学
論
」
で
あ
る
。
だ
が
何
れ
に
し
て
も
自
分
と
対
立
す
る
も
の
が
外
界

に
あ
る
と
云
ふ
思
考
の
点
で
は
長
い
間
、
年
少
の
時
代
か
ら
決
し
て
変
わ
り
は
な
か
つ

た
。
然
る
に
こ
の
考
へ
方
の
進
行
は
、
次
第
に
純
粋
に
な
つ
て
、
今
は
外
界
に
も
内
界
に

も
な
く
、
科
学
的
な
世
界
に
よ
つ
て
、
自
分
並
び
に
周
囲
が
全
部
決
定
さ
れ
て
ゐ
る
事
に

気
付
き
だ
し
た
。
自
分
を
支
配
す
る
も
の
も
又
自
分
さ
へ
も
、
等
し
く
時
間
と
空
間
で
し

か
な
い
事
を
思
ふ
時
、
自
分
と
い
ふ
も
の
を
漂
々
と
し
て
世
界
の
一
片
に
し
て
し
ま
つ

た
。（
中
略
）
自
分
の
文
学
に
対
す
る
考
へ
方
は
、
そ
ん
な
に
変
化
し
た
わ
け
で
は
な
い

が
、
今
日
ま
で
に
文
学
論
ら
し
い
書
を
前
記
の
書
と
共
に
も
う
一
冊
出
し
て
ゐ
る
。
だ
が

実
際
の
自
分
の
姿
は
其
処
に
無
つ
た
か
も
知
れ
な
い
。（34
）

「
自
分
の
文
学
に
対
す
る
考
へ
方
は
、
そ
ん
な
に
変
化
し
た
わ
け
で
は
な
い
」
と
あ
る
よ
う

に
、「
形
式
主
義
論
の
根
本
理
論
」＝

「
形
式
は
内
容
を
導
き
だ
し
決
定
す
る
」（35
）と
い
っ
た
主

張
、
す
な
わ
ち
、
芸
術
と
は
素
材
に
形
式
を
付
与
し
（
飛
躍
さ
せ
）
一
個
の
内
容
を
生
じ
さ
せ

る
行
為
で
あ
る
と
す
る
考
え
自
体
に
揺
ら
ぎ
は
な
か
っ
た
。
物
語
作
家
で
あ
れ
ば
、
通
常
の「
生

活
」
の
中
で
発
生
す
る
複
数
の
「
飛
躍
」＝

素
材
を
統
合
し
て
一
つ
の
物
語
を
創
造
す
る
必
要

黒 田 俊太郎
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が
あ
る
。

問
題
は
、〈
飛
躍
が
偶
然
に
起
こ
っ
て
い
る
〉、
あ
る
い
は
〈
こ
の
世
界
は
偶
然
に
支
配
さ
れ

て
い
る
〉
と
い
う
物
理
学
上
の
〈
真
理
〉
を
い
か
な
る
も
の
と
し
て
理
解
し
、
そ
れ
を
い
か
に

し
て
創
作
活
動
の
理
論
的
基
盤
と
し
て
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
せ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

先
の
「「
左
手
神
聖
」
の
序
」
の
引
用
に
あ
る
通
り
、
中
河
は
形
式
主
義
論
争
を
経
て
「
自

分
を
支
配
す
る
も
の
も
又
自
分
さ
へ
も
、
等
し
く
時
間
と
空
間
で
し
か
な
い
」
と
い
う
思
考
に

囚
わ
れ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
自
分
を
含
め
全
て
の
存
在
物
に
〈
自
由
意
志
〉
は

な
く
、「
時
間
と
空
間
」
と
い
う
「
科
学
的
な
世
界
に
よ
つ
て
、
自
分
並
び
に
周
囲
が
全
部
決

定
さ
れ
て
ゐ
る
」
と
い
う
こ
と
と
し
て
、〈
こ
の
世
界
は
偶
然
に
支
配
さ
れ
て
い
る
〉
と
い
う

状
態
は
理
解
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
う
し
た
発
想
は
、
ア
イ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
の
相
対
性
理
論
か
ら
の
「
類
推
」
に
よ
り
成
立
し
て
い
る
。

石
原
純
が
昭
和
四
年
三
月
に
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
「
新
学
説
」
を
紹
介
し
た
直
後
、
中
河

は
自
身
の
論
文
「
形
式
主
義
に
関
す
る
諸
問
題
―
内
容
主
義
者
へ
の
突
撃
―
」（『
文
藝
都
市
』

昭
和
四
・
四
）
を
石
原
純
に
郵
送
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
石
原
は
、
短
歌
雑
誌
『
三
角
洲
』

昭
和
四
年
六
月
号
に
次
の
よ
う
な
感
想
を
掲
載
し
、
相
対
性
理
論
の
立
場
か
ら
形
式
主
義
の
主

張
の
妥
当
性
を
担
保
し
た
。

形
式
主
義
者
が
感
興
を
抱
い
た
通
り
に
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
新
理
論
に
於
け
る
物
質

と
空
間
時
間
形
式
と
の
関
係
は
、
上
述
の
意
味
に
於
け
る
芸
術
の
形
式
と
内
容
と
の
関
係

に
或
る
程
度
ま
で
類
推
す
る
事
が
で
き
る
。
時
間
空
間
形
式
の
中
に
内
容
と
し
て
物
質
が

存
在
す
る
と
思
惟
せ
ら
れ
た
従
来
の
見
解
は
物
質
が
全
く
そ
れ
の
力
の
場
に
よ
つ
て
代
表

せ
ら
れ
、
し
か
も
こ
の
力
の
場
が
空
間
及
び
時
間
か
ら
成
立
す
る
四
次
元
連
続
体
の
計
量

的
性
質
に
よ
つ
て
完
全
に
云
ひ
あ
ら
は
さ
れ
る
以
上
は
、
最
早
や
改
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
あ
つ
て
、
我
々
は
空
間
時
間
の
或
る
特
定
な
る
状
態
に
於
て
の
み
物
質
の
存

在
を
依
存
せ
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
云
ひ
換
へ
れ
ば
、
こ
の
場
合
に
内
容
は
全
く
形

式
に
依
存
す
る
の
で
あ
る
。（36
）

と
こ
ろ
が
、
中
河
が
こ
の
文
章
に
「
こ
の
科
学
的
説
明
は
百
万
の
声
援
者
を
得
た
よ
り
も
私

に
は
う
れ
し
か
つ
た
。
博
士
の
賛
同
を
得
た
事
は
、
吾
々
を
し
て
益
々
旺
盛
に
す
る
だ
ら

う
。」（37
）と
最
大
限
の
歓
喜
を
も
っ
て
応
じ
る
の
は
、
昭
和
五
年
五
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
フ
オ
ル

マ
リ
ズ
ム
芸
術
論
』
に
至
っ
て
で
あ
り
、
昭
和
五
年
一
月
刊
行
の
『
形
式
主
義
芸
術
論
』
に
も

石
原
の
論
文
「
物
質
と
空
間
時
間
と
の
必
然
的
関
係
」（『
思
想
』
昭
和
四
・
四
）
へ
の
言
及
は

あ
る
も
の
の
、
右
の
感
想
に
対
す
る
言
及
は
な
い
。
ま
た
昭
和
五
年
三
月
の
第
二
次
メ
カ
ニ
ズ

ム
論
争
の
際
に
も
相
対
性
理
論
へ
の
言
及
は
な
い
こ
と
か
ら
、
中
河
が
右
の
感
想
に
接
し
、
相

対
性
理
論
を
自
身
の
形
式
主
義
論
の
理
論
的
基
盤
の
中
核
に
据
え
て
い
く
の
は
、
石
原
の
感
想

が
発
表
さ
れ
て
か
ら
一
〇
ヶ
月
以
上
も
経
過
し
た
昭
和
五
年
四
月
頃
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

た
だ
し
こ
の
時
期
は
、
直
前
に
必
然
思
想
の
〈
非
科
学
性
〉
に
直
面
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

相
対
性
理
論
と
い
う
理
論
的
基
盤
に
〈
偶
然
〉
と
い
う
因
子
を
独
自
に
掛
け
合
わ
し
た
も
の
と

し
て
、
中
河
の
偶
然
論
の
初
期
モ
デ
ル
が
形
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
〈
初

期
偶
然
論
〉
は
そ
の
後
約
五
年
を
か
け
て
修
正
さ
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
「
飛
躍
を
埋

め
る
」
と
後
に
表
現
さ
れ
る
作
業
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
〈
初
期
偶
然
論
〉
か
ら
相
対
性
理
論

の
要
素
を
除
き
、
改
め
て
量
子
力
学
の
発
想
を
「
比
喩
」
と
し
て
落
と
し
込
ん
で
い
く
と
い
う

作
業
に
他
な
ら
な
い
。
量
子
力
学
は
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
提
唱
し
た
光
量
子
仮
説
を
基
礎
と

し
て
成
立
し
た
も
の
の
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
量
子
が
確
率
論
的
に
振
舞
う
と
す
る
量
子
力

学
の
偶
然
論
と
対
立
し
、
世
界
は
因
果
律
に
支
配
さ
れ
て
い
る
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
中
河

は
未
だ
そ
う
し
た
事
実
に
自
覚
的
で
は
な
く
、
い
わ
ば
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
的
決
定
論
か
ら
ア
イ
ン

シ
ュ
タ
イ
ン
的
決
定
論
へ
と
、
決
定
論
的
世
界
像
の
内
部
で
逡
巡
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

六

と
は
い
え
こ
こ
で
は
、〈
初
期
偶
然
論
〉
が
小
説
「
数
式
」
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
機
能
し

て
い
る
の
か
、
そ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
様
相
を
も
う
少
し
見
て
い
き
た
い
。

と
云
つ
て
、
そ
の
為
め
に
彼
女
は
決
し
て
憂
鬱
に
な
る
ほ
ど
古
風
な
女
性
で
は
な
か
つ

た
。
彼
女
自
身
の
生
活
を
も
つ
て
ゐ
た
か
ら
で
あ
る
。
彼
女
自
身
の
生
活
―
そ
れ
は
シ
ヤ

ト
レ
ー
侯
爵
夫
人
の
や
う
に
、
科
学
を
最
も
尊
重
し
、
科
学
書
の
中
に
彼
女
の
熱
情
を
う

ち
込
む
事
で
あ
つ
た
。
彼
女
は
一
人
で
数
式
の
多
い
専
門
学
校
の
理
科
報
告
を
読
ん
だ

り
、
空
間
時
間
連
続
体
の
問
題
も
哲
学
的
に
考
察
す
る
事
に
興
味
を
持
つ
て
ゐ
た
。
勿
論

シ
ヤ
ト
レ
ー
侯
爵
夫
人
の
伝
記
は
彼
女
の
愛
読
書
の
一
つ
で
あ
つ
た
。（
一
）

優
理
子
は
親
達
に
よ
る
強
制
婚
を
主
た
る
要
因
と
す
る
憂
鬱
を
霧
散
さ
せ
る
た
め
、「
空
間

時
間
連
続
体
の
問
題
」
等
に
関
す
る
科
学
書
に
没
頭
す
る
こ
と
で
精
神
的
解
放
を
獲
得
し
て
い

る
。「
空
間
時
間
連
続
体
」
と
は
相
対
性
理
論
の
提
起
し
た
概
念
で
あ
り
、
先
の
石
原
の
文
章

で
は
「
時
間
空
間
形
式
」「
四
次
元
連
続
体
」
と
称
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
相
対
性
理
論

は
、
い
わ
ゆ
る〈
運
動
す
る
時
計
の
遅
れ
〉と
呼
ば
れ
る
現
象
、
す
な
わ
ち
運
動（
空
間
移
動
）

す
る
物
体
の
時
間
は
静
止
し
て
い
る
物
体
の
時
間
よ
り
も
遅
く
な
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
分

中河與一の〈初期偶然論〉における必然論的側面 ――小説「数式の這入つた恋愛詩」の分析を通して
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離
さ
れ
た
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
て
き
た
時
間
と
空
間
と
を
「
連
続
体
」
と
し
て
捉
え
る
思
考

の
枠
組
み
を
提
示
し
た
の
で
あ
る
。
石
原
の
文
章
に
即
し
て
言
え
ば
、「
時
間
空
間
形
式
」
の

中
に
「
物
質
」（
内
容
）
が
あ
る
と
す
る
従
来
の
考
え
は
誤
謬
で
あ
り
、「
物
質
」（
内
容
）
と

は
「
空
間
時
間
の
或
る
特
定
な
る
状
態
」（
形
式
）
そ
れ
自
体
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

優
理
子
は
、
自
分
自
身
が
置
か
れ
て
い
る
〈
不
幸
〉
な
状
況
を
、「
空
間
時
間
連
続
体
」
に

よ
り
決
定
さ
れ
た
運
命
と
し
て
引
き
受
け
る
こ
と
で
、
憂
鬱
を
解
消
し
よ
う
と
し
て
い
た
の

か
。
あ
る
い
は
、
夫
所
有
の
別
荘
シ
レ
ー
城
で
愛
人
だ
っ
た
啓
蒙
思
想
家
ボ
ル
テ
ー
ル
と
生
活

し
な
が
ら
物
理
を
研
究
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
貴
族
・
シ
ャ
ト
レ
ー
夫
人
に
自
ら
を
重
ね
、「
気
に

入
ら
ぬ
相
手
」（
一
）
で
あ
る
夫
を
忘
却
し
よ
う
と
し
た
の
か
。
シ
ャ
ト
レ
ー
夫
人
は
、
物
体

の
運
動
エ
ネ
ル
ギ
ー＝

質
量
×
速
度
の
二
乗
（E

=
m

ν
2

）
と
い
う
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
主
張
が
ニ

ュ
ー
ト
ン
のE

=
m

ν
1

よ
り
も
正
し
い
事
を
証
明
し
、
こ
の
証
明
が
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
ら
に

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
示
す
便
利
な
指
標
」
を
与
え
た
と
さ
れ
る
が（
38
）、
だ
と
す
れ
ば
、「
空
間
時

間
連
続
体
の
問
題
も
哲
学
的
に
考
察
す
る
」
と
い
う
行
為
自
体
、
シ
ャ
ト
レ
ー
夫
人
と
自
ら
を

オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
さ
せ
る
た
め
の
意
識
的
な
選
択
だ
っ
た
の
か
。

い
ず
れ
に
せ
よ
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
語
り
手
が
「
彼
女
自
身
の
生
活
」
と
い
う
言
葉

を
繰
り
返
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
こ
の
時
期
、
中
河
に
お
い
て
「
生
活
」
と
い

う
語
の
意
味
内
容
は
「
形
式
」
と
等
価
な
も
の
に
ま
で
高
め
ら
れ
て
い
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

吾
々
は
嘗
て
理
想
主
義
全
盛
の
時
代
に
於
て
は
、
吾
々
を
ひ
き
ず
つ
て
ゆ
く
も
の
が
、

理
想
へ
の
目
的
的
求
心
力
で
あ
る
と
考
へ
て
ゐ
た
。
然
し
今
吾
々
は
、
吾
々
を
ひ
き
ず
つ

て
ゆ
く
も
の
は
生
活
的
遠
心
力
で
あ
る
と
考
へ
だ
し
た
。（39
）

科
学
、
哲
学
、
芸
術
、
総
て
は
生
活
か
ら
生
れ
て
、
夫
々
の
方
向
と
価
値
の
問
題
を
持

つ
の
で
あ
る
。
／
た
だ
很
本
に
於
て
其
等
が
そ
の
目
的
以
上
に
生
活
的
根
拠
に
ひ
き
ず
ら

れ
て
ゐ
る
事
を
、
吾
々
は
常
に
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（40
）

吾
々
が
緊
張
す
る
の
は
何
か
外
面
的
な
出
来
事
、
そ
の
時
の
状
態
、
即
ち
外
界
の
形
式
が

あ
つ
た
か
ら
で
あ
る
と
説
明
す
る
。
こ
の
外
面
的
な
出
来
事
、
状
態
を
も
つ
と
別
な
言
葉

で
言
へ
ば
「
生
活
形
式
」
と
言
つ
て
も
よ
ろ
し
い
。
ま
た
こ
の
「
生
活
形
式
」
と
い
ふ
言

葉
を
精
し
く
「
そ
の
人
の
廃
し
て
ゐ
る
一
定
の
社
会
構
造
。
一
定
の
生
活
様
式
」
と
言
つ

て
も
い
い
。
更
に
こ
の
「
社
会
構
造
と
生
活
様
式
」
を
も
つ
と
物
理
的
に
説
明
し
て
、
そ

れ
は
「（
注
、
時
間
）
空
間
連
続
体
」
の
特
定
の
形
式
に
よ
つ
て
決
定
せ
ら
れ
て
ゐ
る
と

言
つ
て
も
い
い
。（41
）

「
生
活
」
は
こ
こ
で
、「
生
活
的
遠
心
力
」「
生
活
形
式
」「
社
会
構
造
」「
時
間
空
間
連
続
体
」

な
ど
と
様
々
に
換
言
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
「
緊
張
」
と
い
っ
た
人
間
の
個
人
的
な
感
覚
と

思
わ
れ
て
き
た
〈
内
面
〉
ま
で
を
も
規
定
し
て
し
ま
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
「
外
面
的
出
来

事
」の
総
称
で
あ
る
。「
私
の
建
築
は
奥
さ
ん
の
生
活
に
ひ
き
ず
ら
れ
て
し
ま
ひ
ま
し
た
」（
四
）

と
完
成
し
た
優
理
子
達
夫
婦
の
家
を
前
に
告
白
す
る
こ
と
と
な
る
建
築
師
は
、
建
築
理
論
（
内

容
）
に
従
っ
て
家
（
形
式
）
を
建
て
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
優
理
子
の
「
生
活
」（
形
式
）
と

い
う
外
的
要
因
が
〈
内
面
〉（
内
容
）
に
及
ぼ
す
抗
し
難
い
力
を
自
覚
し
、
今
度
は
そ
の
〈
内

面
〉と
い
う
素
材
に
形
式
を
付
与
す
る
こ
と
で
、夫
婦
の
家
を
完
成
さ
せ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

優
理
子
が
「
シ
ヤ
ト
レ
ー
侯
爵
夫
人
の
伝
記
」
を
愛
読
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
建
築

師
は
、
ボ
ル
テ
ー
ル
が
夫
人
に
送
っ
た
詩
を
真
似
て
、「
わ
れ
は
図
面
に
人
を
描
き
／
数
理
の

よ

中
に
人
を
算
み
」（
三
）
と
優
理
子
へ
の
叶
わ
ぬ
恋
の
気
持
ち
を
ノ
ー
ト
に
綴
っ
て
い
た
が
、

あ
た
か
も
そ
れ
を
実
践
す
る
か
の
よ
う
に
建
築
師
は
製
図
板
に
向
か
い
、
ま
る
で
恋
愛
詩
で
も

書
く
よ
う
に
優
理
子
へ
の
愛
情
を
数
式
と
直
線
・
曲
線
で
表
現
し
た
図
面
を
引
い
て
い
く
。
そ

う
し
て
で
き
た
図
面
を
も
と
に
完
成
し
た
の
は
、
合
理
主
義
的
建
築
と
は
無
縁
の
「
迷
路
の
や

う
な
複
雑
さ
」
を
誇
る
家
だ
っ
た
。

こ
れ
は
、
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
を
含
む
合
理
主
義
的
建
築
論
の
敗
北
の
み
な
ら
ず
、
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
文
学
者
を
意
識
し
た
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
か
ら
芸
術
は
出
来
な
い
」（42
）と
い
う
中
河
の
形
式
主

義
論
の
一
つ
の
帰
結
を
寓
意
し
て
い
る
。
建
築
師
が
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
に
依
拠
せ
ず
、
優
理

子
の
「
生
活
」（
形
式
）
と
そ
れ
に
決
定
さ
れ
た
感
情
（
内
容
）
と
を
素
材
と
し
、
そ
れ
ら
を

「
数
理
」（
形
式
）
化
し
た
事
で
独
創
的
な
家
を
生
ん
だ
の
と
同
じ
工
程
を
、
芸
術
は
辿
ら
ね

ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
「
数
理
」
化
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
因
果
律
の
追
求
に
よ

る
〈
機
械
化
〉
で
は
な
く
、「
新
ら
し
い
現
象
の
飛
行
機
」（43
）を
飛
翔
さ
せ
る
と
い
う
〈
新
科
学

的
〉
行
為
で
あ
り
、
そ
れ
は
「「
偶
然
と
飛
躍
」
と
を
大
切
な
要
素
と
し
て
取
り
入
れ
る
」（44
）こ

と
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
段
階
の
中
河
に
、
い
か
に
し
て
芸
術
に
「
偶
然

と
飛
躍
」
を
取
り
入
れ
る
か
と
い
う
こ
と
に
関
す
る
具
体
的
な
方
法
論
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い

る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
だ
が
、
小
説
「
数
式
」
に
は
、
中
河
も
意
識
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う

一
つ
の
偶
然
が
包
含
さ
れ
て
い
た
。

建
築
師
の
愛
が
「
数
理
」
化
さ
れ
、
そ
れ
自
体
を
恋
愛
詩
と
す
る
こ
と
も
可
能
な
家
の
内
部

を
見
て
回
る
優
理
子
の
感
情
は
、
建
築
師
を
「
愛
し
だ
」（
四
）
す
と
い
う
方
向
へ
と
決
定
さ

れ
て
い
く
が
、
家
の
完
成
は
、
建
築
師
と
の
別
れ
と
「
優
理
子
を
愛
す
る
夫
と
、
優
理
子
と
の

生
活
」（
四
）
が
始
ま
る
こ
と
と
を
意
味
し
て
い
た
。
物
語
は
優
理
子
が
ボ
ル
テ
ー
ル
の
「
数

式
の
這
入
つ
た
恋
愛
詩
」
を
想
起
し
な
が
ら
、「
又
あ
し
た
か
ら
数
学
を
初
め
や
う
」（
四
）
と
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決
意
す
る
と
こ
ろ
で
幕
を
閉
じ
る
。
小
説
「
数
式
」
に
は
ボ
ル
テ
ー
ル
が
シ
ャ
ト
レ
ー
夫
人
に

送
っ
た「
数
式
の
這
入
つ
た
恋
愛
詩
」が
引
か
れ
て
い
な
い
た
め
、
こ
こ
で
引
用
し
て
お
こ
う
。

Sans
doute

vous
serez

célèbre

／Par
les
grands

calculs
de
l’algèbre

／O
ù
votre

esprit
est
absorbé

:

／J’oserais
m
’y
livrer

m
oi−
m
êm
e
;

／M
ais,
hélas!

A
+
D
−
B

／

N
’est

pas
=
à
je
vous

aim
e.

〔
お
そ
ら
く
君
は
有
名
に
な
る
／
偉
大
な
代
数
計
算
に

よ
つ
て
、
／
君
は
そ
れ
に
夢
中
だ
か
ら
。
／
私
も
そ
れ
に
集
中
し
た
い
が
、
／
悲
し
い
か

な
！

A
+
D
−
B＝

「
君
を
愛
し
て
る
」
／
と
は
な
ら
な
い
。〕（45
）

小
説
「
数
式
」
発
表
の
直
前
に
刊
行
さ
れ
た
『
新
科
学
的
文
芸
』
昭
和
五
年
八
月
号
の
「
新

科
学
的
ト
ピ
ッ
ク
」
欄
に
は
、「
シ
ヤ
ト
レ
ー
公
爵
夫
人
」
と
題
す
る
文
章
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
無
署
名
で
あ
る
た
め
中
河
の
筆
に
よ
る
も
の
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、「
彼
女
を
愛
し
た

ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
は
数
式
入
り
の
詩
を
贈
つ
た
と
い
ふ
。」（46
）と
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
時
の
日
本
社

会
に
お
い
て
は
、
ボ
ル
テ
ー
ル
が
シ
ャ
ト
レ
ー
夫
人
に
「
数
式
入
り
の
詩
を
贈
つ
た
」
と
い
う

こ
と
自
体
が
、
真
偽
不
明
の
事
柄
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
た
め
、
中
河
は
ボ
ル
テ
ー

ル
の
「
数
式
の
這
入
つ
た
恋
愛
詩
」
の
内
容
を
知
ら
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
だ
が
、
ボ
ル

テ
ー
ル
の
詩
を
見
る
と
、
そ
こ
に
は
既
存
の
数
理
を
用
い
た
「
代
数
計
算
」
と
い
う
合
理
的
方

法
で
「
愛
」
を
換
算
す
る
こ
と
の
不
可
能
性
が
謳
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
既
存

の
「
数
理
」
化
で
あ
る
合
理
的
建
築
の
方
法
を
捨
て
、
新
し
い
「
数
理
」
化
の
方
法
で
優
理
子

へ
の
愛
を
表
現
し
た
建
築
師
の
思
考
と
ボ
ル
テ
ー
ル
の
思
考
と
が
一
致
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、

そ
の
こ
と
は
物
語
の
内
部
に
あ
っ
て
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
中
河
に
と
っ
て
は

正
に
偶
然
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
う
考
え
る
と
、
ボ
ル
テ
ー
ル
の
「
数
式
の
這
入
つ
た
恋

愛
詩
」
を
想
起
し
な
が
ら
、
再
び
「
数
学
」
の
世
界
へ
と
回
帰
す
る
と
し
た
優
理
子
の
決
意
と

は
、
新
し
い
「
数
理
」
化
の
方
法
に
よ
っ
て
「
家
」
と
い
う
構
造
物
に
表
現
さ
れ
た
建
築
師
の

「
愛
」
を
正
し
く
読
解
し
よ
う
と
い
う
意
思
の
表
れ
で
あ
る
と
解
釈
す
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ

う
。

注

（
1
）
中
河
與
一
『
天
の
夕
顔
前
後
』
古
川
書
房
、
昭
和
六
一
・
六
、
八
九－

九
〇
頁

（
2
）
清
水
文
雄
「
日
本
的
発
想
」（『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』）。
引
用
は
『
天
の
夕
顔
』（
報

国
社
、
昭
和
一
五
・
一
〇
）
付
録
「
天
の
夕
顔
批
評
集
」（
一
四
頁
）
よ
り
行
っ
た
。

（
3
）
中
河
宛
永
井
荷
風
書
簡
（
昭
和
一
三
・
一
・
二
七
付
）。
引
用
は
前
掲
「
天
の
夕
顔
批

評
集
」（
一
頁
）
よ
り
行
っ
た
。

（
4
）
倉
田
百
三
「
魂
の
掟
を
持
つ
文
芸
」（『
や
ま
と
新
聞
』
昭
和
一
四
・
一
〇
・
五
）。
引

用
は
前
掲
「
天
の
夕
顔
批
評
集
」（
九
頁
）
よ
り
行
っ
た
。

（
5
）
石
田
圭
子
『
美
学
か
ら
政
治
へ
―
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
詩
人
と
フ
ァ
シ
ズ
ム
』
慶
應
義
塾
大

学
出
版
会
、
平
成
二
五
・
九
、
一
七
頁

（
6
）
中
河
與
一
「
新
し
い
病
気
と
文
学
」『
文
芸
時
代
』
大
正
一
三
・
一
〇
、
一
三
頁

（
7
）
同
前

（
8
）
中
河
與
一
「
こ
れ
か
ら
の
為
め
に
」『
文
芸
時
代
』
大
正
一
四
・
一
、
四
一
頁

（
9
）
ル
ナ
チ
ャ
ル
ス
キ
イ
「
マ
ル
ク
ス
主
義
文
芸
批
評
の
任
務
に
関
す
る
テ
ー
ゼ
」『
戦
旗
』

藏
原
惟
人
訳
、
昭
和
三
・
九

（
10
）
こ
の
新
感
覚
派
に
よ
る
形
式
主
義
論
は
し
か
し
、
そ
の
後
の
文
学
史
記
述
に
お
い
て
長

ら
く
、「
反
論
理
を
弄
し
て
い
る
」（
臼
井
吉
見
『
近
代
文
学
論
争
上
』
筑
摩
書
房
、

昭
和
三
一
・
一
〇
）
な
ど
と
一
蹴
さ
れ
て
来
た
が
、
ソ
シ
ュ
ー
ル
言
語
学
の
摂
取
の
動

向
や
（
小
森
陽
一
「
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
の
時
空
―
相
対
性
理
論
と
文
学
―
」『
構
造
と

し
て
の
語
り
』
新
曜
社
、
昭
和
六
三
・
四
）、
ロ
シ
ア
・
フ
ォ
ル
マ
リ
ズ
ム
と
の
連
関

に
関
す
る
研
究
が
進
め
ら
れ（
十
重
田
裕
一「
一
九
三
○
年
前
後
の
横
光
利
一
と
映
画
」

『
年
刊
日
本
の
文
学
』
平
成
四
・
一
二
、
佐
藤
千
登
勢
「
形
式
主
義
と
フ
ォ
ル
マ
リ
ズ

ム
―
横
光
利
一
と
中
河
与
一
に
み
る
シ
ク
ロ
フ
ス
キ
イ
の
摂
取
」『
比
較
文
学
年
誌
』

平
成
一
一
・
三
）、
芸
術
論
と
し
て
の
再
評
価
が
進
ん
で
い
る
。

（
11
）
中
河
與
一
「
形
式
主
義
理
論
の
発
展
」『
文
芸
春
秋
』
昭
和
四
・
二
、
八
二
頁

（
12
）
同
前
、
九
〇
頁

（
13
）
前
掲
、
中
河
「
形
式
主
義
理
論
の
発
展
」
八
四
頁

（
14
）
五
十
殿
利
治
『
日
本
の
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
芸
術
〈
マ
ヴ
ォ
〉
と
そ
の
時
代
』
青
土
社
、

平
一
三
・
八
、
三
一
四
頁

（
15
）
中
河
與
一
「
科
学
上
の
テ
ク
ニ
ツ
ク
と
形
式
主
義
」『
創
作
月
刊
』
昭
和
四
・
四
、
六

七
頁

（
16
）
石
原
純
「
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
新
学
説
に
就
い
て
」『
改
造
』
昭
和
四
・
三

（
17
）
中
河
與
一
「
芸
術
派
の
今
後
に
就
て
―
横
光
利
一
氏
へ
の
駁
論
」『
読
売
新
聞
』
昭
和

五
・
三
・
二
二
、
四
面

（
18
）
中
河
與
一
「
編
集
後
記
」『
新
科
学
的
文
芸
』
昭
六
・
四
、
九
九
頁

（
19
）
中
河
與
一
「
偶
然
文
学
論
」『
偶
然
と
文
学
』
第
一
書
房
、
昭
一
〇
・
一
〇
、
六
九
頁

中河與一の〈初期偶然論〉における必然論的側面 ――小説「数式の這入つた恋愛詩」の分析を通して
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（
20
）
仲
田
定
之
助
「
ア
ド
ル
フ
ベ
ー
ネ
の
建
築
観
」『
国
際
建
築
』
昭
和
四
・
一
一
、
一
頁

（
21
）
中
河
與
一
「
コ
ル
ビ
ジ
エ
の
横
柄
」『
形
式
主
義
芸
術
論
』
新
潮
社
、
昭
和
五
・
一
、

八
五
頁

（
22
）
島
村
輝
「「
新
感
覚
派
」
は
「
感
覚
」
的
だ
っ
た
の
か
？
―
同
時
代
の
表
現
思
想
と
関

連
し
て
―
」『
立
命
館
言
語
文
化
研
究
』
平
成
二
三
・
三
、
一
〇
九
頁

（
23
）
ル
ナ
チ
ャ
ル
ス
キ
イ
「
芸
術
の
社
会
的
基
礎
」『
芸
術
の
社
会
的
基
礎
』
外
村
史
郎
訳
、

叢
文
閣
、
昭
和
三
・
一
一
、
三
頁

（
24
）
同
前
、
三
七
頁

（
25
）
ル
ナ
チ
ャ
ル
ス
キ
イ
「
産
業
と
芸
術
」『
新
芸
術
論
』
茂
森
唯
士
訳
、
至
上
社
、
大
正

一
四
・
七
、
二
四
五
頁

（
26
）
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
『
建
築
芸
術
へ
』
宮
崎
謙
三
訳
、
構
成
社
書
房
、
昭
和
四
・
九
、

八
頁

（
27
）
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
『
今
日
の
装
飾
芸
術
』
前
川
國
男
訳
、
構
成
社
書
房
、
昭
和
五
・

一
〇
、
一
四
二
頁

（
28
）
同
前
、
一
四
〇－

一
四
一
頁

（
29
）
岡
村
蚊
象
の
構
成
主
義
的
な
建
築
論
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
建

築
理
論
構
築
に
向
け
た
岡
村
蚊
象
の
言
論
活
動
―
創
宇
社
結
成
か
ら
渡
欧
直
前
ま
で
」

（『
語
文
と
教
育
』
平
成
二
六
・
八
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
30
）「
新
建
築
に
於
け
る
唯
物
史
観
」（『
ア
ト
リ
ヱ
』
昭
和
三
・
九
）、
創
宇
社
主
催
第
一
回

「
新
建
築
思
潮
講
演
会
」に
お
け
る
講
演
録「
合
理
主
義
反
省
の
要
望
」（『
国
際
建
築
』

昭
和
四
・
一
一
）、
創
宇
社
主
催
第
二
回
「
新
建
築
思
潮
講
演
会
」
に
お
け
る
講
演
録

「
新
興
建
築
家
の
実
践
と
は
（
合
理
主
義
反
省
の
要
望
の
つ
ゞ
き
）」（『
国
際
建
築
』

昭
和
五
・
一
一
）
を
指
す
。「
唯
物
的
建
築
制
作
論
三
部
作
」
と
い
う
呼
称
は
、
伊
達

美
徳
（『
新
編
山
口
文
象
人
と
作
品
』
伊
達
美
徳
編
著
、
ア
ー
ル
・
ア
イ
・
エ
ー
、
平

成
一
五
・
九
、
三
五
頁
）
に
よ
る
。

（
31
）
岡
村
蚊
象
「
合
理
主
義
反
省
の
要
望
」『
国
際
建
築
』
昭
和
四
・
一
一
、
二
二
頁

（
32
）
対
談：

山
口
文
象
（
岡
村
蚊
象
）・
曽
根
幸
一
「
戦
前
に
集
合
住
宅
に
取
り
組
む
」『
新

建
築
』
昭
和
五
二
・
六
、
一
一
〇
頁

（
33
）
前
掲
、
岡
村
「
合
理
主
義
反
省
の
要
望
」
一
七
頁

（
34
）
中
河
與
一
「「
左
手
神
聖
」
の
序
」『
新
科
学
的
文
芸
』
昭
和
七
・
七
、
六
一
〜
六
二
頁

（
35
）
中
河
與
一
「
形
式
主
義
芸
術
論
の
摘
要
」『
フ
オ
ル
マ
リ
ズ
ム
芸
術
論
』
天
人
社
、
昭

和
五
・
五
、
八
頁

（
36
）
原
典
所
在
不
明
の
た
め
、
中
河
與
一
「
形
式
主
義
と
石
原
浦
本
両
氏
の
言
葉
」（『
フ
オ

ル
マ
リ
ズ
ム
芸
術
論
』
天
人
社
、
昭
和
五
・
五
、
九
〇
頁
）
よ
り
引
用
し
た
。
な
お
、

和
田
耕
作
『
石
原
純
科
学
と
短
歌
の
人
生
』（
ナ
テ
ッ
ク
、
平
成
一
五
・
八
）
所
収
の

「
石
原
純
自
筆
年
譜
」
よ
れ
ば
、
短
歌
雑
誌
『
三
角
洲
』
は
、
昭
和
三
年
八
月
に
短
歌

雑
誌
と
思
わ
れ
る
二
誌
（『
渦
状
星
雲
』『
異
端
』）
が
統
合
し
て
創
刊
し
て
い
る
。
昭

和
五
年
に
休
刊
。

（
37
）
前
掲
、
中
河
「
形
式
主
義
と
石
原
浦
本
両
氏
の
言
葉
」
九
〇
頁

（
38
）
Ｄ
・
ボ
ダ
ニ
ス
「2

（
二
乗
）」『E

=
m
c
2

』
伊
藤
文
英
他
訳
、
早
川
書
房
、
平
二
二
・
九
、

八
五－

一
〇
四
頁

（
39
）
中
河
與
一
「
物
質
的
遠
心
力
と
精
神
的
求
心
力
」『
フ
オ
ル
マ
リ
ズ
ム
芸
術
論
』
天
人

社
、
昭
和
五
・
五
、
一
五
〇
頁

（
40
）
同
前
、
一
五
四
頁

（
41
）
中
河
與
一
「
新
し
い
顕
微
鏡
―
形
式
主
義
の
為
に
―
」『
新
潮
』
昭
五
・
八
、
一
二
八

頁

（
42
）
中
河
與
一
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
か
ら
芸
術
は
出
来
な
い
」『
文
芸
レ
ビ
ユ
ー
』
昭
和
五
・

二

（
43
）
中
河
與
一
「
新
芸
術
派
の
勝
利
と
危
機
」『
新
潮
』
昭
和
五
・
七
、
四
八
頁

（
44
）
同
前
四
七
頁

（
45
）
稿
者
訳
。Œ

uvres
com
plètes

de
V
oltaire,

Paris,
L
ibrairie

H
achette,

1866,
t.
7

（
46
）「
シ
ヤ
ト
レ
ー
公
爵
夫
人
」『
新
科
学
的
文
芸
』
昭
和
五
・
八
、
三
三
頁

附
記

本
研
究
はJSPS

科
研
費15

K
16682

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
言
説
の
引
用

に
際
し
、
旧
字
は
適
宜
新
字
に
改
め
、
圏
点
・
ル
ビ
等
は
省
略
し
た
。
本
稿
は
、
第
二

八
回
鳴
門
教
育
大
学
国
語
教
育
学
会
（
於
鳴
門
教
育
大
学
、
平
成
二
五
・
八
・
二
四
）

で
の
特
別
研
究
発
表
「
中
河
與
一
と
〈
科
学
〉」
に
一
部
依
拠
し
て
い
る
。
会
場
で
貴

重
な
ご
教
示
を
賜
っ
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

黒 田 俊太郎
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Novelist Nakagawa Yoichi（1897－1994）had a series of debates known as Keishikishugi−Bungaku−Ronsou
（Formalist Literary Debates）with Marxist critics between 1929 and 1930．The issue at stake was whether
or not art is an ideological device for class struggle. With this debate in mind, one of the main charac-

ters’ setback and restart in Nakagawa’s novel Sushiki−no Haitta−Ren’aishi（A Love Poem that Contains a
Numerical Formula）seem to allegorically show the possibilities and limitations of his art theory. In this
paper, through an analysis of this novel, I examine the prototype of the art theory that Nakagawa would

later call Guzenron（accidentalism）. This paper also looks at how Nakagawa’s knowledge of Einstein’s the-
ory of relativity and principles of quantum mechanics, such as Heisenberg’s uncertainty principle, affected

his art theory.

Necessitarian Aspects in the Prototype of Nakagawa Yoichi’s Acci-
dentalism : An Analysis of His Novel Sushiki−no−Haitta−Ren’aishi

KURODA Shuntaro

―３３２―
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